
大野城市
コミュニティ活動応援ファンド事業

令和５年度

実施報告会
報告書

日時：令和６年６月22日（土）14：00～16：00
会場：大野城市南コミュニティセンター 多目的室

パートナーシップ活動支援センター
（運営：ＮＰＯ法人共働のまち大野城）

共催：大野城市



実施概要

➣名称 大野城市コミュニティ活動応援ファンド事業令和５年度実施報告会

➣開催日時 令和６年６月22日（土）14：00～16：00

➣開催場所 南コミュニティセンター 多目的室

➣まちづくり相談会 南コミュニティセンター多目的室にて報告会と同時開催

【第１部】

・ファンド事業の説明 （動画による事業説明）

・団体による事業実施報告会

事業名（団体名）

〇宇宙の学校®～つなぐ、子どもの夢と未来を～（スペースドリーム大野城）

〇子育てで少し悩まれている保護者のサポート事業（おやのかいＭＩＲＡＩ）

〇安全なまち大野城（ＮＰＯ法人route)

〇主婦友・ママ友サポート＆子育て応援事業（スマイルフレンズ）

〇傾聴活動（大野城傾聴ボランティア「ダンボ」）

【第２部】

・講演会 生の声を聞いてみよう！

～高良山の竹林が繋いだ人の輪・地域を巻き込んだ竹林整備とメンマづくり～

講演者 高良山竹林環境研究所 BAMBOO OF KITCHEN 渡辺琢磨 氏



実施実績

➣来場者数 26名

➣会場名 大野城市南コミュニティセンター 多目的室

➣住所 大野城市南ケ丘５－９－１

➣アクセス 西鉄バス利用の場合

〇西鉄下大利駅前バス停留所から21番月の浦営業所行きで

「南ケ丘５丁目停留所」下車徒歩1分

〇ＪＲ大野城駅西口バス停留所から20番月の浦営業所行きで

「南ケ丘５丁目停留所」下車徒歩1分

会場概要



会場概要

➣会場レイアウト

❶市長席

❷理事長席

❸報告発表団体席

❹講演会ゲスト席

❺受付

❻相談会ブース

❼団体チラシ掲示

❽メンマ販売ブース

❾団体紹介ポスター（ロビー）

❿過去団体紹介ポスター（ロビー）

❶❷ ❹

❸

❺

❻

❾

❼

❿❻

❺

❼

❽

❾ ❿

❽



挨拶

➣理事長挨拶

ＮＰＯ法人共働のまち大野城

理事長 穴井 芳春

➣市長挨拶

大野城市

市長 井本 宗司 様

開会挨拶

閉会挨拶

➣副理事長挨拶

ＮＰＯ法人共働のまち大野城

副理事長 髙山 やす子



第１部

ファンド事業の説明

団体による事業報告



ファンド事業の説明・団体による事業報告

動画による事業説明（３分43秒）を実施。

➣事業の説明

事業説明動画

二次元バーコード

① ②

③ ④

⑤ ⑥



１
事業名 宇宙の学校®～つなぐ、子どもの夢と未来を～
団体名 スペースドリーム大野城
申請年度 ３年目
助成額 200,000円

子どもたちに夢を持つことの大切さを伝え育むために、宇宙を題材にした教材を使い、
大野城市内で親子参加型のスクーリングを開催している。
また、担い手となる運営スタッフを募集・育成する指導者セミナーも随時開催している。

1 2

3 4

5 6

7 8



２
事業名 子育てで少し悩まれている保護者のサポート事業
団体名 おやのかいＭＩＲＡＩ
申請年度 ２年目
助成額 200,000円

発達障害を持った子ども及び不登校児やその保護者の方に対して、SST教育やペアレン
トトレーニングなどを行っている。また、悩み相談や情報共有できる場を提供すること
で、孤独感をなくし悩みを軽減することを目的に活動している。

1 2

3 4

5 6



7

9

8



３

地域の交通安全について、地域団体と連携し、啓発活動や見守り活動を行っている。啓発
活動や見守り活動を通して安全対策について関心を集めることで、事故のない子どもたち
が安心して歩けるまちづくりを目的としている。

事業名 安全なまち大野城
団体名 ＮＰＯ法人route
申請年度 ２年目
助成額 250,000円

1 2

3 4

5 6

7 8



４
事業名 主婦友・ママ友サポート＆子育て応援事業
団体名 スマイルフレンズ
申請年度 ２年目
助成額 135,000円

毎回ひとつのテーマに沿った子育てサロンを開催することで、主婦友・ママ友作りを
サポートするとともに子育て情報なども提供している。
LINE公式アカウントにて、参加者やボランティアスタッフの募集を行っている。

4

5 6

7

1 2

3



５

傾聴を通して心のつながりを深め広く地域に絆をつくること、ボランティアメンバーが楽し
みながら交流やスキルアップに取り組み、自己の成長を目指すことを目的に活動している。

事業名 傾聴活動
団体名 大野城傾聴ボランティア「ダンボ」
申請年度 １年目
助成額 150,000円

1 2

3 4

5 6

7 8



団体による事業報告会

➣報告会の様子



第２部

講演会



生の声を聞いてみよう！
～高良山の竹林が繋いだ人の輪・地域を
巻き込んだ竹林整備とメンマづくり～

テーマ

講演者

高良山竹林環境研究所

ＢＡＭＢＯＯ ＯＦ ＫＩＴＣＨＥＮ

久留米市にある高良山を次世代へ繋ぐため、

地域の方々と協力しながら竹林整備活動を

進めている。

また、不要なものとされていた伸びた竹の

子で純国産の「くるめ高良山メンマ」作り

にも取り組んでいる。これらの活動が地域

の里山保全、地産地消、地域連携等さまざ

まな好循環を生んでいる。

渡辺琢磨 氏
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生の声を聞いてみよう！
～高良山の竹林が繋いだ人の輪・地域を巻き込んだ竹林整備とメンマづくり～

高良山竹林環境研究所 ＢＡＭＢＯＯ ＯＦ ＫＩＴＣＨＥＮ 渡辺琢磨 氏



生の声を聞いてみよう！
～高良山の竹林が繋いだ人の輪・地域を巻き込んだ竹林整備とメンマづくり～
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高良山竹林環境研究所 ＢＡＭＢＯＯ ＯＦ ＫＩＴＣＨＥＮ 渡辺琢磨 氏



生の声を聞いてみよう！
～高良山の竹林が繋いだ人の輪・地域を巻き込んだ竹林整備とメンマづくり～
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高良山竹林環境研究所 ＢＡＭＢＯＯ ＯＦ ＫＩＴＣＨＥＮ 渡辺琢磨 氏



➣講演会の様子

今年度は久留米市高良山の竹林問題に取り組む“高良山竹林環境研究所”から、

代表の渡辺琢磨氏による講演会を実施した。

“高良山竹林環境研究所”は、歴史ある高良山を次世代へ繋ぐため地域の方々と

協力しながら竹林整備活動を行っており、今回は活動を通した人集め・資金集め

などについてお話を伺った。

人集めの取組として、地域の学校やボランティア団体との連携・メンマ作り体

験といったユニークな活動やＳＮＳを活用した広報など、幅広い世代に向けて魅

力ある活動をＰＲしている様子をお話しいただいた。

資金集めでは、クラウドファンディングに挑戦し目標金額を達成している。ま

た、これまで破棄されてきた不要な竹を活用した「メンマ」作りなど、竹につい

て学ぶ姿勢・アイデア・行動力は、報告団体や来場者にとっても非常に参考にな

る内容だった。

当日は会場内に販売ブースを設け、メンマ販売を実施した。報告会閉会後、来

場者がブースに足を運び、列を作っている様子が印象的だった。



制作物（チラシ・ポスター・アンケート）

➣講演会チラシ・ポスター

➣アンケート

➣まちづくり相談会横断幕



制作物（団体紹介ポスター）

➣令和５年度実施事業



制作物（団体紹介ポスター）

➣過去助成団体ポスター

今回は過去に助成を受けた団体の紹介ポスターを新たに作成し会場
ロビーに展示した。

➣令和6年度新規実施事業



広報

チラシ掲示箇所

・コミュニティセンター

・大野城市内各公民館

・大野城まどかぴあ

・大野城心のふるさと館

（紙面・Web掲載など）

・大野城市市報

・コミュニティ通信

・西日本新聞me 福岡イベント情報

・パートナーシップ活動支援センター

(ＨＰ/Instagram/Facebook/LINE）

・その他 市民団体など関係機関

【ＬＩＮＥ】

【館内掲示】

【西日本新聞me】

【Instagram】

【ＨＰ】



アンケート結果

➣アンケート回答者 22名（市内20名/市外２名）

項目 回答 割合

はじめて ７ 32％

２回目 ９ 41％

３回目以上 ６ 27％

Ｑ１．報告会の参加（回数）について

Ｑ２．報告会をどのようにして知りましたか？（複数回答あり）

項目 回答 令和５年度 令和４年度

コミュニティ
センター館内

７ 32％（+16％） 16％

ＨＰ・ＳＮＳ ９ 41％（+37％） ４％

コミュニティ
通信

６ 27％（+17％） ９％

市広報 ０ ０％（-16％） 16％

知人紹介 ４ 18％

※その他 ８ 36％（+１％） 35％

未回答 ２ ９％（±０） ９％

※その他：ファンド担当者・社会福祉協議会より案内をもらった



アンケート結果

Ｑ３．報告会の全体的な内容について

項目 回答 令和５年度 令和４年度

良かった 18 82％（+９％） 73％

やや良かった ０ ０％（-16％） 16％

どちらでもない ０ ０％（-４％） ４％

良くなかった ０ ０％（±０） ０％

未回答 ４ 18％（+11％） ７％

【アンケート意見】

・資料が手元にあったため、メモを取りながら聞くことができた。

・色々な事業が大野城市の安心、学び、きずなづくりに貢献されていることが分かった。

・報告会のみでなく、他地域の活動も聞くことができよかった。

・資金のサポートは大切な支援だと思う。

・活動内容を知る機会になった。

・手元資料の数字や図がつぶれて見にくい、もっと大きく印刷してほしい。

・進行がとてもスムーズで、事業の説明も分かりやすかった。

・みなさんの熱意ある取組がよく分かり、とても頼もしく感じた。

雨天の影響もあり、昨年度と比べ来場者数が減少したため、アンケートの回答者数も

約半数に減少した。今回新たに追加したＱ１の質問において「はじめて」の回答が３

割以上あったことに加え、Ｑ２の質問では「ＨＰ・ＳＮＳ」の回答割合が大幅に増え

ており、主にInstagramなどSNSを活用した広報を行ったことで、新しい層にファン

ド事業や団体の活動を知ってもらう良いきっかけとなった。

報告会の内容については、８割以上の方から「良かった」の回答があり、昨年度から

10％割合が増え、多くの方に満足いただくことができた。

来年度はより多くの方に参加していただけるよう、既存ツールでの広報に加え、報告

団体を紹介しながら報告会までカウントダウン形式でPRを行うなど、SNSならでは

の工夫を凝らしたPRなども取り入れていきたい。



アンケート結果

Ｑ４．コミュニティ活動応援ファンド事業について

項目 回答 令和５年度 令和４年度

知っていた 20 90％（+12％） 78％

知らなかった １ ５％（-15％） 20％

未回答 １ ５％（+３％） ２％

Q4では来場者の９割が、ファンド事業のことを「知っていた」との回答があった一方、

大野城市内での認知度について、課題を感じるご意見もいただいた。

必要としている団体へ事業の周知ができるよう、広報の各ツールと併せて、関係機関や

関係団体などに知ってもらうことで、新規団体の申請につなげていきたい。

Ｑ５．コミュニティ活動応援ファンド事業を活用（お勧め）したいと思いますか？

項目 回答 令和５年度 令和４年度

活用（お勧め）したい 20 90％ 50％

どちらでもない １ ５％ 13％

活用（お勧め）したい
と思わない

０ ０％ ４％

未回答 １ ５％ 33％

【アンケート意見】

・最も身近なファンドとして活用（お勧め）したい。

・ボランティア活動でぶつかる「長く続けること・お金の問題」を応援してくれる。

・すでに活用させてもらい、個人では乗り越えられない壁を乗り越えることができた。

・何かしたいと思った人へのきっかけとして伝えてみたいと思った。

・市民間の認知度は決して高いとは言えず、対象となりうるだろう団体に情報が届いて

いないように思われる。

・地域の課題を「我がこと」として主体的にとらえ解決に取り組んでいる市民の方が増

えて欲しい。



アンケート結果

第２部 講演会の内容について

項目 回答 令和５年度 令和４年度

非常に良かった 18 82％（+22％） 60％

良かった ３ 14％（+１％） 13％

どちらでもない ０ ０％（-２％） ２％

良くなかった ０ ０％（±０） ０％

未回答 １ ４％（-21％） 25％

講演会では、「良かった」「非常に良かった」の回答が9割以上の結果となった。

アンケートの意見からも、“高良山竹林環境研究所”の活動にかける熱量が来場者の方に

伝わったと感じる。自分が取り組む課題とは異なる地域課題を知ることで、視野が広が

り新たな視点が生まれたり、これまで交流のなかった団体と交流が生まれるきっかけに

つながるため、次回も来場者に満足いただける内容を考えていきたい。

【アンケート意見】

・自分のチームだけでは終わらせない。とても大切な考えと思った。

・思いや広め方等、とても学びになり参考になった。

・いかに事業を続ける資金を集めるかという取り組みが参考になった。

・竹を軸に染物や肥料つくりなどいろいろ研究されているところが勉強になった。

・しっかりしたビジョンを持っていろんな方に助けられ、活動を広げる推進力に感銘した。

・「竹」を通じて、環境・災害対策・地域のつながりに結び付くような活動をされており

大変有意義な話だった。

・山や森がよみがえる素晴らしい活動だと思った。頑張ってほしい。

・孟宗竹でメンマが作られることを知らなかった。「美味しく食べて竹林整備」という発

想が素晴らしいと感じた。

・活動している人たちが継続していくためのヒントになったと思う。



アンケート結果

◆宇宙の学校Ⓡ～つなぐ、子どもの夢と未来を(スペースドリーム大野城)

項目 回答

良くわかった ６

ややわかった ７

どちらでもない ２

わからなかった １

未回答 ６

【アンケート意見】

・参加費は取られているのかなど知りたいこともあった。

・夢を語る子どもが少なくなっている。子育てをする母として応援したいと思った。

・大人も楽しんで参加できそうだと感じた。

・事業により子どもたちの意識がどう変わったかなどが分かればよかった。

・宇宙に興味のある子どもたちは多いと思うので、周知すればもっとたくさんの参加があ

ると思う 。

・是非資金調達して継続して頑張ってほしい。

◆子育てで少し悩まれている保護者のサポート事業 (おやのかいＭＩＲＡＩ)

項目 回答

良くわかった 11

ややわかった ４

どちらでもない ０

わからなかった ０

未回答 ７

【アンケート意見】

・正解のない子育てで不安な時にＭＩＲＡＩさんの存在は大きいだろうと思った。

・発達障害を持っている方は周りにもいるが情報が中々わかりにくく、知り合いからの口

コミは助かると話していた。もっと広がるとよいなと思う。助かる方が多いので頑張っ

てほしい。

・講座のみでなく、親子の交流を図りながら他の家庭との悩み共有の場を作ってくださっ

ている。いい出会いといい経験をされている活動を今後も続けて欲しい。

・こういう活動があることで精神的に安らぐ人が増えるよう長く続けて欲しい 。

・活動内容のお話を聞いて関心が深まり、大野城市の課題の現状をもっと詳しく知りたい

という気持ちになった。



アンケート結果

◆安全なまち大野城（ＮＰＯ法人route）

項目 回答

良くわかった 13

ややわかった ３

どちらでもない ０

わからなかった ０

未回答 ６

【アンケート意見】

・ご自身の経験から活動実施に至ったということで活動に対するパワーを感じた。

・子を持つ親として見守り活動をしていただいている皆様にはとても感謝している。

・キャラクターを活用してｒｏｕｔｅさんしかできない啓発見守り活動でスゴイと思う。

・いろいろな見守り活動者とつながって活動が広がるよう応援したい。

・「パトーラ」のキャラクターが分かりやすく、浸透しやすい。

・いのちを守る活動なので取り組みを広げて行ってほしい。

◆主婦友・ママ友サポート＆子育て応援事業（スマイルフレンズ）

項目 回答

良くわかった 16

ややわかった １

どちらでもない ０

わからなかった ０

未回答 ５

【アンケート意見】

・説明が簡潔で分かりやすかった、課題と活動内容がコンパクトにまとめてあった。

・テーマが面白くコラボ企画で何をするか楽しみ。

・（同じ子育てママとして）交友を広げる場があまりないので、こうした輪が広がってほ

しいなと思った。

・毎回同じメンバーになりそうなところを、テーマを変えて集めるというのは良いアイデ

アだと思った。

・大切な活動だと思う。子育ての孤立化をなくすための素晴らしい活動と感じる。

・転入転出の多い大野城市は同様の悩みを持っているママはたくさんいると思う。リフ

レッシュの場は必要と思う。ニーズに応えられるよう頑張ってほしい。



アンケート結果

◆傾聴活動（大野城傾聴ボランティア「ダンボ」

項目 回答

良くわかった 11

ややわかった ５

どちらでもない ０

わからなかった ０

未回答 ６

【アンケート意見】

・研修などで学びを深めていらっしゃるのがとても素敵だった。

・孤立しやすい高齢者を取り残さない（孤立感を感じることなく生活できる）大事な活動

だと思った。

・しっかりしたビジョンを持って、いろんな人に助けられ、そして活動を広げる推進力に

感銘した。

・活動内容にとても関心がある。どのような人が「傾聴」を必要としているかなど、活動

の意義について深く知りたいと思った。



総括

昨年度のまどかぴあ小ホールから、今年度は南コミュニティセンター多目的室に会

場を変更し、令和５年度に助成を受けて事業を行った５事業の報告を実施した。今

年度は第１部で使用したファンド事業の説明動画をより分かりやすい内容に改善し

たほか、初の試みとして、過去に助成を受けた事業一覧を会場ロビーに設置し来館

者に見ていただくことで、ファンド事業の実績を知る機会を設けた。

当日は雨模様だったこともあり昨年度より参加者は減少したが、報告会では各団

体の一年間の事業報告や今後の展望について熱心に耳を傾けている様子がうかがえ

た。また、休憩時間や閉会後には団体同士や団体と参加者が情報交換をする様子が

見られ、報告会が報告の場にとどまらず団体交流の場にもなっていた。

第２部の講演会では久留米市の「高良山竹林環境研究所」より渡辺琢磨氏をお迎

えし、高良山の現状や地域活動の輪がどのように広がっていったのか、また不要な

竹を活かしたメンマ作りについても詳しくお話しいただいた。報告会後にはメンマ

の販売を行い、活動の成果を周知する機会となった。

アンケート結果では、“報告会の全体的な内容について”「良かった」が82％と昨

年度の73％を上回った。また、“ファンド事業を活用（お勧め）したいと思うか”と

の問いには90％が「活用（お勧め）したい」と回答し、昨年度の50％を大きく上回

る結果となり、ファンド事業について市民の関心が高まってきていると感じている。

”報告会をどのようにして知ったか”との問いには「HP・SNS」との回答が昨年度

は4％であったのに対し今年度は41％と大幅に増加しており、市民が情報を得るた

めの手段が多様化してきていることがうかがえるため、今後の周知活動を行う上で

の参考としたい。

全体として非常にスムーズに終えることができたが、課題としては来場者数が減

少したことが挙げられる。天候に恵まれなかったことも要因の一つと考えられるが、

より多くの方に参加していただけるよう、来年度の実施に向けて内容や周知方法を

改善していきたい。また、団体の報告について「もう少し詳しく知りたい」「資料

をもっと見やすくしてほしい」との声があったことを踏まえ、来年度以降はより団

体の活動が伝わる報告会を目指していきたい。



北パートナーシップ活動支援センター

〒816-0912

大野城市御笠川１丁目17番１号

ＴＥＬ （092）513-0099 

ＦＡＸ （092）504-5102

E-mail kitaps3150099@gmail.com

南パートナーシップ活動支援センター

〒816-0964

大野城市南ヶ丘５丁目９番１号

ＴＥＬ （092）596-0686

ＦＡＸ （092）596-0348

E-mail minamips6232@gmail.com

東パートナーシップ活動支援センター

〒816-0904

大野城市大池２丁目２番１号

ＴＥＬ （092）504-1428 

ＦＡＸ （092）504-1595

中央パートナーシップ活動支援センター

〒816-0942

大野城市中央１丁目５番１号

ＴＥＬ （092）573-3127 

ＦＡＸ （092）587-6277

E-mail chuou3127@gmail.com

パートナーシップ
活動支援センター

INSTAGRAM

FACEBOOK

HOMEPAGE

LINE

E-mail higaships504＠gmail.com


